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第
93
回
定
例
会
は
、
３
月
２
日
か
ら
３
月
９
日
ま
で
８
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
当
初
予
算
関
係
議
案
８
件
、
平
成
29
年
度
補
正
予
算
関

係
議
案
６
件
、
条
例
関
係
議
案
13
件
、
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
の
件
41
件
、
深
浦
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
の
件
１
件
、
深
浦
町

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
の
件
14
件
、
そ
の
他
議
案
３
件
、
諮
問
２
件
、

発
議
１
件
、
陳
情
４
件
、
以
上
93
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
、
同
意
、
採
択
及
び
付
託

さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
、
４
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

○
定
例
会
の
日
程

・
３
月
２
日（
金
）

全
議
案
一
括
上
程

提
案
理
由
の
説
明

・
３
月
３
日（
土
）～
４
日（
日
）

　
　
休
　
　
　
　
　
会

・
３
月
５
日（
月
）

一
　
般
　
質
　
問

（
亀
川　
肇　
大
髙
恒
藏

　
菊
池
源
悦　
堀
内
榮
治
）

予
算
に
関
す
る
特
別
委
員
会

設
置

・
３
月
６
日（
火
）～
７
日（
水
）

　
　
予
算
に
関
す
る
特
別
委
員
会

・
３
月
８
日（
木
）

　
　
休
　
　
　
　
　
会

・
３
月
９
日（
金
）

　
　
議
案
審
議
・
採
決
　

○
予
算
に
関
す
る
特
別
委
員
会
を

設
置

　

３
月
５
日
、
予
算
に
関
す
る
特

別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

委
員
長
に
斉
藤
登
議
員
、
副
委

員
長
に
堀
内
榮
治
議
員
を
選
出
し
、

３
月
５
日
か
ら
３
月
７
日
ま
で
の

３
日
間
に
わ
た
っ
て
、
審
議
を
行

い
ま
し
た
。

予
　
算
　
議
　
案

◆
平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算

　
　
（
全
員
賛
成
）
可
決

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
72
億
７
５
０
０
万
円
と
し
た
。

◆
平
成
30
年
度
深
浦
町
予
算（
一
般
会
計
・

特
別
会
計)

　
　
　
　
　
　（
全
員
賛
成
）

◆
平
成
30
年
度
水
道
事

業
会
計
（
全
員
賛
成
）

◆一般会計歳入歳出の概要　

歳 入

目 的 別 歳 出

町税
6億8170万円
9.4％

議会費　8127万円
1.1％

その他　3254万円
0.5％

その他　1億9940万円
2.8％ 分担金・負担金

1688万円　0.2％

繰入金など
5億4006万円
7.4％

繰入金など
5億4006万円
7.4％

地方交付税
36億5000万円
50.2％

国・県支出金
12億246万円
16.5％

町債
9億8450万円
13.5％

総務費
10億5526万円
14.5％

公債費
11億88万円
15.1％

民生費
13億3208万円
18.3％

教育費
5億47万円
6.9％

衛生費
11億429万円
15.2％

農林水産業費
8億5660万円
11.8％商工費

2億1408万円
2.9％

土木費
5億5505万円
7.6％

消防費
4億4248万円
6.1％

【歳入内訳】歳入合計　72億7500万円

H30予算額
 6億8170万円 6億7359万円 811万円 1.2
 4500万円 4300万円 200万円 4,7
 50万円 50万円 0円 0.0
 50万円 100万円 △50万円 △50.0
 50万円 100万円 △50万円 △50.0
 1億4000万円 1億4500万円 △500万円 △3.4
 1100万円 1000万円 100万円 10.0
 100万円 100万円 0円 0.0
 36億5000万円 37億8000万円 △1億3000万円 △3.4
 90万円 92万円 △2万円 △2.2
 1688万円 1326万円 362万円 27.3
 1939万円 1949万円 △10万円 △0.5
 5億7609万円 4億6919万円 1億690万円 22.8
 6億2637万円 5億6479万円 6158万円 10.9
 1242万円 1160万円 82万円 7.1
 2000万円 1500万円 500万円 33.3
 3億8144万円 4億4522万円 △6378万円 △14.3
 0円 0円 0円 0.0
 1億681万円 1億814万円 △133万円 △1.2
 9億8450万円 10億2030万円 △3580万円 △3.5
 72億7500万円 73億2300万円 △4800万円 △0.7

H29予算額 比　較 伸率（％）

H30予算額

款

款

 8127万円 8998万円 △871万円 △9.7

 10億5526万円 14億3465万円 △3億7939万円 △26.4

 13億3208万円 13億6412万円 △3204万円 △2.3

 11億429万円 7億9508万円 3億921万円 38.9

 694万円 773万円 △79万円 △10.2

 8億5660万円 7億3072万円 1億2588万円 17.2

 2億1408万円 2億8701万円 △7293万円 △25.4

 5億5505万円 4億8932万円 6573万円 13.4

 4億4248万円 4億4889万円 △641万円 △1.4

 5億47万円 4億7062万円 2985万円 6.3

 60万円 63万円 △3万円 △4.8

 11億88万円 11億7925万円 △7837万円 △6.6

 2500万円 2500万円 0円 0.0

 72億7500万円 73億2300万円 △4800万円 △0.7

町　　　　　　　税
地　方　譲　与　税
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
地 方 特 例 交 付 金
地　方　交　付　税
交通安全対策特別交付金
分担金及び負担金
使用料及び手数料
国　庫　支　出　金
県 　 支 　 出 　 金
財 　 産 　 収 　 入
寄　　　附　　　金
繰　　　入　　　金
繰　　　越　　　金
諸　　　収　　　入
町　　　　　　　債
歳 　 入 　 合 　 計

議　　　会　　　費

総　　　務　　　費

民　　　生　　　費

衛　　　生　　　費

労　　　働　　　費

農 林 水 産 業 費

商　　　工　　　費

土　　　木　　　費

消　　　防　　　費

教　　　育　　　費

災　害　復　旧　費

公　　　債　　　費

予　　　備　　　費

歳 　 出 　 合 　 計

H29予算額 比　較 伸率（％）

※繰越金は1万円未満

歳入合計
72億

7500万円

【歳出内訳】目的別歳出合計　72億7500万円

目的別
歳出合計
72億

7500万円

会　　　計　　　名
 一般会計 72億7500万円 73億2300万円 △4800万円 △0.7 可決
 国民健康保険事業特別会計　事業勘定 13億5410万円 18億2230万円 △4億6820万円 △25.7 可決
 　　　　　　　　　　　　　直診勘定 2億3330万円 9億2370万円 △6億9040万円 △74.7
 後期高齢者医療特別会計 1億2100万円 1億1220万円 880万円 7.8 可決
 介護保険特別会計 14億9620万円 15億 720万円 △1100万円 △0.7 可決
 訪問看護ステーション特別会計 1260万円 1050万円 210万円 20.0 可決
 下水道事業特別会計 2億2720万円 3億7490万円 △1億4770万円 △39.4 可決
 財産区特別会計 130万円 60万円 70万円 116.7 可決
 一般会計及び特別会計予算総額 107億2070万円 120億7440万円 △13億5370万円 △11.2

  収益的収入 4億4579万円 4億5991万円 △1412万円 △3.1 可決
 
水道事業会計

 収益的支出 4億4518万円 4億5959万円 △1441万円 △3.1 可決
  資本的収入 　　　　0円 　 1650万円 △1650万円 皆減 可決
  資本的支出 2億1724万円 1億9408万円 　2316万円 11.9 可決

平成30年度 平成29年度 比　較 伸率（％） 採決

会　　　計　　　名 平成30年度 平成29年度 比　較 伸率（％） 採決

深浦町議会　第93回定例会

平成30年度一般会計予算　72億7500万円に平成30年度一般会計予算　72億7500万円に平成30年度一般会計予算　72億7500万円に
前年度対比：4800万円（0.7％）の減総合保健施設（新地域包括ケアセンター）整備事業費、町道十二湖　　　公園線道路改良事業費など
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歳
出
の
主
な
も
の

●
総
務
費

・
Ｆ
Ｍ
放
送
中
継
局
整
備
事
業
費

（
災
害
等
緊
急
時
の
情
報
伝
達)

 
５
９
５
０
万
円

・
地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
費
補

助
金
（
日
本
サ
ー
モ
ン
フ
ァ
ー

ム
（
株
）
補
助
金)

 　
２
５
０
０
万
円

●
民
生
費

・
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
費
（
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
事
業
・
延
長
保
育
事
業
・

一
時
保
育
事
業
・
病
児
保
育
事

業
の
委
託
料
）　
１
３
２
１
万
円

●
衛
生
費

・
予
防
接
種
費
（
乳
幼
児
個
別
予

防
接
種
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
等
）１６

９
６
万
円

・
子
ど
も
医
療
給
付
費
（
助
成
対

象
を
高
等
学
校
卒
業
ま
で
に
拡

充
）　
　
　
　

１
６
４
３
万
円

・
海
岸
漂
着
物
対
策
推
進
事
業
費

（
漂
着
物
回
収
運
搬
委
託
料
）　
　
　
　
　
　
　
　

   

４
４
５
万
円

・
健
康
診
査
費
（
健
康
診
査
委
託

料
、
が
ん
検
診
委
託
料
、
骨
粗

し
ょ
う
症
検
診
委
託
料 

）

２
５
７
３
万
円

・
総
合
保
健
施
設
整
備
事
業
費

（
新
地
域
包
括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

整
備
費
）
（
監
理
委
託
料
・
新

築
工
事
・
車
庫
新
築
工
事
・
第

２
期
外
構
工
事
・
備
品
購
入

費
）　
　

３
億
２
８
５
５
万
円

●
農
林
水
産
業
費

・
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
事
業
費

（
有
害
鳥
獣
捕
獲
報
償
金
・
有

害
鳥
獣
駆
除
委
託
料
）３０

０
万
円

・
西
海
岸
広
域
農
道
整
備
事
業
費

負
担
金
（
関
地
区
広
域
農
道)

１
億
５
０
万
円

・
県
営
黒
崎
地
区
農
地
整
備
事
業

（
農
地
集
積
等
を
図
る
事
業)

　

２
２
９
万
円

・
林
道
築
棒
沢
宮
崎
線
開
設
事
業

費
（
延
長
３
５
４
．
７
メ
ー
ト

ル) 　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
円

・
水
産
業
強
化
支
援
事
業
費
（
北

金
ヶ
沢
漁
港
内
水
産
物
荷
捌
き

施
設
整
備
）１

億
５
２
６
２
万
円

●
商
工
費

・
観
光
産
業
振
興
費
（
楽
天
イ
ー

グ
ル
ス
「
深
浦
ナ
イ
タ
ー
」
開

催
事
業
・
北
前
船
寄
港
地
深
浦

補
正
予
算
議
案

◆
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
　
　
　
（
全
員
賛
成
）
可
決

　

国
の
平
成
29
年
度
補
正
予
算

に
対
応
し
た
補
正
及
び
除
雪
委

託
料
の
増
額
等
で
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
２
０
８
万
円
を
増

額
し
、
歳
入
歳
出
総
額
76
億
１

２
８
９
万
２
千
円
と
し
た
。

補
正
予
算
の
主
な
も
の

●
民
生
費

・
心
身
障
害
者
福
祉
費
（
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
増
及
び

単
価
の
ア
ッ
プ
に
伴
う
扶
助
費

の
増)　
　
　
　

１
５
０
０
万
円　

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
費

（
入
園
児
・
人
件
費
の
増
額)

　
６
８
４
万
円

●
衛
生
費

・
診
療
所
費
（
新
診
療
所
整
備

事
業
費
増
額
に
伴
う
繰
出
金
の

増
）　
　
　
　

１
０
５
５
万
円

●
農
林
水
産
業
費

・
農
業
振
興
費
（
深
浦
町
有
害
鳥

獣
捕
獲
報
奨
金
）　
１
９
８
万
円

・
農
地
費
（
県
営
黒
崎
地
区
農
地

整
備
事
業(

経
営
体
育
成)

）

１
０
９
１
万
円

●
商
工
費

・
観
光
費
（
岩
崎
水
産
加
工
場
の

冷
却
設
備
更
新
工
事
等
）

９
３
９
万
円

▲整備予定の消防屯所(岩崎中地区） ▲整備予定の消防屯所(岩崎上地区)

湾
海
上
花
火
開
催
事
業
等
）

　
　
１
３
９
６
万
円

●
土
木
費

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業
費

（
本
年
度
で
終
了
）１

５
０
０
万
円

・
道
路
ス
ト
ッ
ク
事
業
費
（
森

山
橋
架
替
工
事
測
量
調
査
委
託

料
・
町
道
広
戸
６
号
線
橋
梁
架

替
工
事
等
）　

９
４
１
６
万
円

・
町
道
十
二
湖
公
園
線
道
路
改

良
事
業
費
（
道
路
拡
幅
改
良
工

事
・
補
償
費
）

  　
１
億
６
０
０
万
円

・
除
雪
対
策
費 (

除
雪
車
等
修
繕

料
・
除
雪
委
託
料
・
除
雪
重
機

借
上
料
・
融
雪
剤
散
布
機
購
入

費
等)　
　
　
　

８
７
２
６
万
円

●
消
防
費

・
消
防
屯
所
整
備
事
業
費
（
岩
崎

中
・
上
地
区
消
防
屯
所
新
築
・

解
体
）　
　
　
　
１
７
８
５
万
円

●
教
育
費

・
中
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
事

業
費
（
岩
崎
中
学
校
ス
ク
ー
ル

バ
ス)　
　
　
　
　

８
０
５
万
円

・
巨
樹
・
古
木
保
存
事
業
費
（
風

合
瀬
夜
馬
代
の
松
並
木
薬
剤
樹

幹
注
入
委
託
料
等
）
２
９
４
万
円

◆
平
成
29
年
度
特
別
会
計
補
正

予
算
　
（
全
員
賛
成
）

◆
平
成
29
年
度
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算

（
全
員
賛
成)

会　　計　　名

 国民健康保険事業特別会計    　

 　　　　　　　直　診　勘　定 
1055万円 9億6308万円 9億7363万円

 
可決

 後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 10万円 1億1329万円 1億1339万円 可決

 訪問看護ステーション特別会計 30万円 1465万円 1495万円 可決

 下 水 道 事 業 特 別 会 計 △438万円 3億7452万円 3億7014万円 可決

補正前の額補　正　額 総　　　額 採決

議　　　　案 採決 内　　　　　　　容

  収益的収入 284万円 4億5991万円 4億6275万円 可決

 水道事業会計 収益的支出 100万円 4億6168万円 4億6268万円 可決

  資本的支出 290万円 2億0095万円 　2億0385万円 可決

会　　計　　名 補　正　額 既　決　額 総　　　額 採決

深浦町議会事務局設置条例の
一部を改正する条例

深浦町情報公開条例の一部を
改正する条例

深浦町個人情報保護条例の一
部を改正する条例

深浦町消防団条例の一部を改
正する条例

深浦町職員の特殊勤務手当に
関する条例の一部を改正する
条例

深浦町基金条例の一部を改正
する条例

深浦町道路占用料等徴収条例
の一部を改正する条例

深浦町子ども医療費給付条例
の一部を改正する条例

深浦町国民健康保険診療施設
条例の一部を改正する条例

深浦町介護保険条例の一部を
改正する条例

深浦町地域包括支援センター
の運営及び職員に関する基準
を定める条例の一部を改正す
る条例

深浦町地域産物ＰＲ販売拠点
施設設置及び管理に関する条
例

深浦町北金ヶ沢総合防災セン
ター設置及び管理に関する条
例

議会事務局の職員及び職務に理事に関する規定を追加する。

個人に関する情報に含まれる事項を、条文中に具体的に明記す
る定義規定を追加する。

個人情報の定義の明記化及び要配慮個人情報の取扱いに関する
規定の整備を行う。

消防団員の定員を500人から450人へ改定する。

深浦診療所等の看護師が夜間・休日に訪問看護の電話当番に当
たった場合、１日につき1,000円の待機手当を支給する。

深浦町地域産物ＰＲ販売拠点施設の利益の一部を、老朽化等に
伴う設備の更新費用に充当するための基金を追加する。

平成27年度に行われた固定資産税評価額の評価替え、地価に対
する賃料の水準の変動等を踏まえて、道路占料等を改正する。

「子ども」の定義を満15歳から満18歳まで拡大する。

岩崎診療所を本年４月まで継続するため（改正前は３月までの
開業)

第７期介護保険事業計画（Ｈ30からＨ32まで）の策定に伴い、
65歳以上の被保険者の保険料基準月額を所得に応じて引き上げ
る。

地域包括支援センターにおける主任介護支援専門員の配置基準
に関する規定を整備する。

当該施設の設置及び管理に関する事項を定める。

当該施設の設置及び管理に関する事項を定める。

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

条
例
関
係
議
案

（
全
員
賛
成)
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そ
の
他
の
議
案

（
全
員
賛
成
）
同
意

・
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

　

各
施
設
の
指
定
管
理
期
間
が

平
成
30
年
３
月
31
日
で
満
了
す

る
こ
と
か
ら
、
指
定
（
再
指
定

40
件
、
新
規
指
定
１
件
）
す
る
。

公
の
施
設
は
60
施
設

・
工
事
の
請
負
契
約
の
一
部
変
更

の
件
　
　

　

深
浦
町
議
会
第
90
回
臨
時
会

議
案
第
１
号
を
も
っ
て
議
決
し

た
「
ふ
か
う
ら
地
域
産
物
Ｐ
Ｒ

販
売
拠
点
施
設
整
備
工
事
」
の

請
負
代
金
を
変
更
す
る
。

　

変
更
理
由
は
、
事
務
室
に
厨

房
設
備
機
器
設
置
及
び
建
物
看

板
等
の
追
加
工
事
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

変
更
前
：

９
７
，
９
５
６
，
０
０
０
円

変
更
後
：

１
０
０
，
７
９
７
，
４
８
０
円

契
約
の
相
手
方

深
浦
町
大
字
岩
崎
字
松
原

１
９
３
番
地
２

　
株
式
会
社　
ホ
リ
エ
イ

　
代
表
取
締
役　
堀
内　
精
二

・
財
産
の
無
償
譲
渡
の
件

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
共
和
国
ラ
ヌ

ア
郡
に
対
し
、
家
屋
「
日
本
の

家
」
と
土
地
の
使
用
に
制
限
を

求
め
な
い
で
無
償
譲
渡
す
る
も

の
で
あ
る
。

・
区
画
漁
業
権
の
取
得
の
件

　

十
二
湖
の
内
水
面
区
画
漁
業

権
が
平
成
30
年
８
月
31
日
を
も

っ
て
満
了
す
る
た
め
、
当
該
漁

業
権
を
更
新
す
る
も
の
で
あ
る
。

更
新
後
の
免
許
の
期
間
は
、
平

成
30
年
９
月
１
日
か
ら
平
成
35

年
８
月
31
日
で
の
５
年
間

・
深
浦
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
の
件

住　
所
：
深
浦
町
大
字
関
字

　
　
　
　
栃
沢
５
２
３
番
地
１

氏　
名
：
安
田　
信し

ん
ぎ
ょ
う樂（

新
任
）

生
年
月
日
：昭和

51
年
３
月
29
日
生

住　　　　　所

 深浦町大字岩崎字松原73番地９ 堀　内　竹　一 昭和29年03月04日生

 深浦町大字関字栃沢449番地２ 島　　成　人 昭和59年01月15日生

 深浦町大字舮作字下清滝44番地 西　崎　哲　彦 昭和27年01月11日生

 深浦町大字広戸字家野上101番地15 角　谷　喜　春 昭和23年03月14日生

 深浦町大字広戸字家野上101番地26 工　藤　正　和 昭和39年01月26日生

 深浦町大字深浦字岡町47番地 松　沢　忠　男 昭和22年06月05日生

 深浦町大字久田字桐ノ沢98番地 村　山　勝　彦 昭和38年09月30日生

 深浦町大字岩坂字湯野45番地１ 岩　谷　敬一郎 昭和08年10月06日生

 深浦町大字深浦字岡町161番地 奈　良　玲　子 昭和35年08月24日生

 深浦町大字追良瀬字塩見山平210番地93 小　野　秀　子 昭和24年09月22日生

 深浦町大字深浦字岡町71番地１ 上　田　茂　子 昭和25年07月13日生

 深浦町大字追良瀬字初瀬山草分50番地 前　田　正　彦 昭和22年04月01日生

 深浦町大字風合瀬字上砂子川158番地67 新　岡　一　樹 昭和63年06月06日生

 深浦町大字広戸字家野上166番地５ 工　藤　雅　夫 昭和55年10月01日生

氏　　名 生 年 月 日

住　　　　　所 氏　　名 生 年 月 日

 深浦町大字森山字嶋田50番地54 鎌　田　正　規 昭和25年08月04日生

 深浦町大字北金ヶ沢字塩見形123番地１ 古　川　信　子 昭和26年04月01日生

・深浦町農業委員会委員の任命の件

・人権擁護委員の推薦につき意見を求めるの件
　平成30年６月30日をもって任期満了になるため、後任の委員を諮問する。

若い人も高齢者も安心で
きる年金を求める意見書
採択の陳情

地域別最低賃金の引上げ
と全国一律最低賃金制の
実現、中小企業支援の拡
充を求める陳情

日本政府がすみやかに核
兵器禁止条約に署名し国
会が批准することを求め
る陳情

障害児者の生きる基盤と
なる「暮らしの場」の早
急な整備を求める陳情

全日本年金者組合
青森県本部
執行委員長
　千代谷　邦弘

青森県労働組合総連
合
議長　奥村　榮

青森県原爆被害者の
会
会長　藤田　和矩

障害者の生活と権利
を守る全国連絡協議
会
会長　中内　福茂

１　マクロ経済スライドを廃止し、「年金カット
法」の年金額改定新ルールは実施しないこと。
２　全額国庫負担による最低保障年金制度を早
急に実現すること。
３　年金の支給開始年齢の引き上げをやめるこ
と。
４　年金の隔月支給を毎月支給に改善するこ
と。

１　生計費原則に基づき、地域別最低賃金を大
幅に引き上げること。
２　「全国一律最低賃金制度」を展望し、地域間
格差を縮小させるための施策を進めること。
３　中小企業負担を軽減するための支援策を拡
充すること。中小企業負担を軽減するための
直接支援として、中小企業とそこで働く労働
者の社会保険料負担や税の減免制度を実現す
ること。
４　中小企業に対する「代金の買い叩き」や「支
払い遅延」等をなくすため、法整備を含む、具
体的な対策を講じること。

１　日本政府がすみやかに核兵器禁止条約に署
名すること。
２　衆議院・参議院の両院ですみやかに核兵器
禁止条約を批准すること。

１　障害児者が「暮らしの場」を選択できるよ
う、グループホームや入所施設・通所施設など
の社会資源を拡充し、福祉人材を確保するこ
と。
２　入所機能を備えた地域生活支援拠点を国の
責任で整備すること。
３　前２項を実現するために、障害者関係予算
を大幅に増額し、施策の重要な担い手になっ
ている地方公共団体を財政的に支援するこ
と。

陳　　　情 提　出　者 主　　　　　旨 採　決

発議第１号 提　出　者 賛　成　者 提　出　先 採　決

採　　　択

若い人も高齢者も安心できる
年金を求める意見書

小野文之議員
齊藤のぞみ議員
石沢秀幸議員

内閣総理大臣
衆議院議長
参議院議長

可　決

委員会付託

委員会付託

委員会付託

かずのり

陳　　　　情　　　（全員賛成）

議　員　発　議　　　（全員賛成）


